第十一課　料理
　留守番　
看家，看家人
△子どもに留守番を頼んで買い物に出かけた／叫孩子看家出去买东西。
△店の留守番をする／临时照看整个店
　ドラマ
戏，戏剧，剧本，戏曲
△ラジオ·ドラマ／广播剧
△連続テレビドラマ／电视连续剧 
 不愉快 
不愉快，不舒服，不高兴
△不愉快に感ずる／感到不愉快
△不愉快な男／讨厌的男人
　伝言　
传话，口信，带口信
△伝言板／留言板
△電話で伝言を頼む／用电话托带口信
△先生からの伝言を父に伝える／把老师带的口信传达给父亲。
△彼からよろしくという伝言だった／他托我向您问好。
　従う
①（つきそってゆく）跟随
△案内人に従って見学する／跟着向导参观
②（服従する）服从，听从，遵从，顺从
△心の欲するところに従う／随心所欲
△先生の教えに従う／遵从老师的教导
△彼女はなんでも彼に従う／她什么都顺从他
③（応ずる）按照，适应
△時代の流れに従う／适应时代的潮流
△君の意見に従って行動する／按你的意见行事。
④（…と共に）伴随，随着
△つきあいが深まるに従って良さがみえてくる／越深交越能看出对方的优点。
⑤（沿う）顺，沿着
△この道に従ってずっと行く／沿着这条路一直走
⑥（ならう）仿效，仿照
△古人の筆法に従って書く／仿照古人笔法书写

　返事
①（返答）答应，回答，回话
△返事がある／有回话
△彼の返事を聞いてくる／问问他的回话
△いくら呼んでも返事がない／怎么叫也没人答应。
△名を呼ばれたらすぐ返事をしなさい／叫到名字时要答应一声。
②（手紙の）回信，复信
△すぐ返事を出す／马上回信
△ご返事をお待ちします／盼您答复。
△何も返事をしない／什么也不答复。
△きょうまで何の返事もない／至今没有任何答复。

　話し掛ける
①（人に）跟人说话，搭话，攀谈
△英語で話し掛ける／用英语搭话
△あの人に話しかけたって相手になってくれないよ／跟他说话，他也不会理你啊。
②（話をはじめる）开始说，开始谈
△わたしが話し掛けるとすぐあの人は電話を切った／我刚一说话，他就把电话挂上了。

　魅力
　　吸引力，魅力
△彼女に魅力を感ずる／感到她有魅力
△日本は観光地としても魅力のある国だ／日本作为旅游地也是有吸引力的国家。

　比較
　比较，比
△AをBと比較する／把Ａ跟Ｂ比较
△比較してみれば問題がはっきりする／问题比较一下就清楚了。
△わたしは彼とは比較にならない／我比不上他。
△前と比較すると，ずっとよくなっている／和以前比，好多了。

　逆戻り
①（道を）往会走，返回来
△通行止めで逆戻りする／因为禁止通行返回来
②（物事が）走回头路；（逆行する）开倒车；（後退する）向后退
△それではまったく逆戻りだ／那完全是开倒车。

　以内
(ある決められた数や時間、量よるも少ないこと)(时间、空间、数量的一定范围)以内
△論文の長さは１万字以内／论文不要超过一万字。
△4キロメートル以内は無料配達／四公里内免费送到家。
△1時間以内で行ける／不到一小时就可以走到。
△3日以内に申し出す／三日内提出申请。
　うらやましい　
羡慕，眼红
△うらやましそうに見る／用羡慕得眼光看
△同僚の出世がうらやましくてたまらない／同事荣升后羡慕得不得了。

　減る 
①（少なくなる）减，减少
△体重が4キロ減った／我的体重减了四公斤。
△結核の患者はだんだん減ってきた／结核的病患者渐渐减少了。
△1週間の授業の回数は４回に減った／每周的课减少到四次。
②（空腹になる）饿
△はらが減った／肚子饿了。
関連表現
　☆減らす
①（少なくする）减，减少；（節減する）缩减，削减
△予算を減らす／削减预算
△人員を減らす／裁员
△肉を減らしてもっと野菜を食べる／少吃肉多吃蔬菜。
△運動して脂肪を減らす／锻炼身体减少脂肪。
②（腹を空かす）空腹，饿肚子
△子どもが腹を減らして待っている／小孩儿饿着肚子等待着。
文法

1 ～ないで（なくて）すむ　
动词“すむ”，亦写作“済む”，本意为“完了”“终了”“结束”。
①用言+て／体言+で すむ 表示“……就行了”、“……就够了”、“……就可以”。
　△仕掛けの停滞品が少なくて済む／因待加工的半成品少而顺利完工
　△そのお客さんなら、お茶菓子などは、出さなくても済む。

如果是那位客人的话，茶啊点心啊，不端出来也没关系
②动词未然形+ないで／ずにすむ
　　表“不……也行”“用不着……”。多用在表示可以避开一些不喜欢、不愿发生的事。
 △バスがすぐ来たので待たないですんだ／因为车立刻就来了没有等。
　△買わないですむなら買わないでください／如果不用买也可以的话，那就请别买。
③…なくて（も）すむ
  接动词的未然形，形容动词连用形后。“用不着……也行”“也可以不……”“不……也行”。 類似表現：なくてもいい／よい／よろしい
△毎日家で復習をしていたので、突然テストがあったが、困らなくてすんだ。／因为每天在家复习，虽然突然有考试也没发愁。
　△そのお客さんならお茶菓子などは出さなくても済む／如果是那个客人，不端上茶点也过得去。
2 ～と比較にならない
　①“比”　比，比较
△成績を比較する／比成绩
△AをBと比較する／把A跟B比较
△比較してみれば問題がはっきりする／问题一比就清楚了。
△わたしは彼とは比較にならない／我比不上他。
△前と比較すると、ずっとよくなっている／和以前比，好多了。

　②慣用表現：…と比較にならない

　△国営企業の従業員の収入は外資系の企業と比較にならない／国营企业的员工的收入和外资企业的不能比。
　△新幹線の速度は普通の汽車と比較にならない／新干线的速度是普通火车所不能比拟的。

3 ～の話では
传闻的出处除了用“…によると”“…によれば”表示外，还能够用“…の話では”来表示。
△お医者さんの話では、今年の冬はs型の流感がはやるそうです／据医生说今年冬天会流行新型流感。
　△記者の話では、両国の関係は悪化する一方だそうです。／听记者说两国的关系一味恶化。
4 とも
　接头词，接在某些名词(多为含动作意义的名词)前面，表示同一种类或处于相同的状态。
①1組になっているものがどちらも同じ状態であることを表わす。
  △共蓋（ともぶた）／和锅（茶壶）同样材料的盖子
　△共地（ともじ）／同样的料子，同质同色的料子
②一緒に何かすることを表わす。
　△共倒れ（ともだおれ）／一同倒下；两败俱伤，同归于尽
　△共倒れの競争をさける／避免两败俱伤的竞争
③互いに何かしあうことを表わす。

　△共食い（ともぐい）（動物の）同类相残，互相残食；（仲間どうしの）两败俱伤
　△共食いになって両方の店が倒れた／两败俱伤，两个商店都垮了。
5“この間”と“この前”
“このあいだ”表示是以讲话时间为基准，表示刚过去的时间。相当于汉语的“最近”、“前几天”、“前些时候”。在句中构成状语，也可以后续“の”作定语。口语中常用“こないだ”。
△この間の土曜日駅で彼に会った／上星期六在火车站遇见了他。
　 “この前”以讲话时间为基准，指前面一次，反义词是“この次”。也可以表示在此以前的日子，与“この間”相近。相当于汉语的“上次”“前次”“最近”。
△この前はどこまでやったか／上次做到哪里了?
6 接头词“真” 
①（まこと）（心のこもった）诚实，真诚；（まじめな）正派，正经
△真顔（まがお）で話す／一本正经地讲
△真心（まごころ）／诚心
②（ちょうど）正
△真上（まうえ）／正上方
△真白（まっしろ）／纯白；雪白
③（まじりけのない）纯
△真赤（まっか）／通红；火红
△真新しい（まあたらしい）／崭新；全新
④（標準的な）标准（的）
△真いわし（まいわし）／（标准的）沙丁鱼
△真がも（まがも）／（标准）野鸭 

7 さっぱり…ない
　副词“さっぱり”后续否定的表达方式，表示“完全不……”“一点儿不……”。

　△さっぱりわからない／完全不懂； 一点也不懂。
　△このところさっぱりおみえになりませんね／最近您一次也没有来呀。
　△彼はさっぱり外国語を知らない／他丝毫不懂外语； 他对外语一窍不通。
8 わけのわからない　
惯用词组，表示“莫明其妙的”等。
△わけのわからない言葉／莫明其妙的词；无意义的词
9 どうやら…らしい（ようだ）
“どうやら”表示“仿佛”、“多半”等意思，常和“らしい”“ようだ”“そうだ”等表示推量等的助动词呼应使用。
①（どうにか）好歹，凑合，好容易才
△どうやら卒業できそうだ／多半能毕业了。
△どうやら難関（なんかん）も越えた／好容易才通过了难关。
△むずかしいことは話せないが、ふだんの会話ぐらいならどうやら通じる／复杂的话还表达不出来，要是一般的会话还好歹能懂。

②（なんとなく）仿佛，多半，大概
△どうやらあしたは雨らしい／明天多半要下雨。
△どうやらかぜをひいたようだ／好象是着凉了。
10 ～（た）かと思うと 
   接动词过去时后，表示刚完成前项，紧接着进行或出现后项，相当于汉语的“以为是……却……”“刚……就……”等。
△おととい弟が帰ったかと思うともうどこかへ行ってしまった／前天弟弟刚一回来，就到什么地方去了。
△雨が降ったかと思うとすぐやんだ／刚下了雨就马上晴了。
△花が咲いたかと思うと、もう散ってしまった／花刚开就落了。
前文

	留守番電話を利用する人が多くなった。留守番電話は確かに便利である。だれも家にいないときにだれかから電話があった場合、あとで録音テープでその内容を知ることができる。家にいるときでも、ふろに入っていたりして、電話に出ることできないこともある。例えば、食事中やテレビでおもしろいドラマを見ているときなど、電話に出のは、ありがたいことである。
	


　それほど便利なものであるが、つけたくないと言う人も多い。電話をかけたとき、相手の声でなく、録音テープを聞くのが不愉快なためである。「いま留守です。ピーという音のあとで、ご用件をお話ください」という事務的な声を聞くのが嫌いだし、人にもそんな声を聞かせたくない、という人が多い。

　留守番電話の伝言にしたがって、電話してみると、その人も留守番電話をつけているので、録音テープに話をする。その返事もまた録音テープということもある。こうなると、人と話すのでなく、いつもマイクに向って話すことになる。普通の人も、テレビやラジオのアナウンサーになったようなものだ。

　話しかけてすぐ返事を聞くことができるのが、電話の魅力であるが、留守番電話ではそれがない。手紙を受け取って読んで、返事を書いて送るのと似ている。もちろん、その早さは手紙と比較にならないが、同時性がないという点では、手紙時代に逆もどりしたような気がする。
口语1

（留守番電話の例。川上は男性であるが、女性でもほとんど変わらない。）

川上 　　　もしもし、山下さんですか。川上ですが。
テープ　 　山下でございます。ただいま留守でございます。恐れ入りますが、ピーという信号音が聞こえたら、ご用件をお話してください。テープは1分間ですから、1分以内にお願いします。
川上 　　　ああ、これは留守番電話だな。
テープ 　　ピー。
川上 　　　えーと、あのう、もしもし川上ですが…。 

	テープ　　 …。
川上 　　　今度の仕事のことなんですけどね。　　　
　　　　　 この間、十五日で結構ですと言ったで
　　　　　すが…。
テープ　 　…。
川上 　　　ちょっと都合が悪くなりましたで…。
テープ 　　…。
川上　 　　すみませんが、十八日か二十日にしてくださいませんか。
テープ　　 …。
川上 　　 できれば二十日のほうがいいんですが…。
テープ　　 …。
	


川上 　　　どうなんですか。
テープ　　　 …。
川上 　　　あ、返事はないんだった。あのね、それから，田中さんに連絡したら、　家の人の話では、いまヨーロッパ旅行中なんだって…
テープ　　 …。
川上 　　　うらやましいねえ。
テープ　　 …。
川上 　　　それでね、あの…
テープ 　　ピー。
川上 　　　ええ？ひどいなあ。 
口语2
夫と妻の会話

妻 　　　ねえ、うちも留守番電話にしましょうよ。
夫 　　　どうして。
妻　　　 うち、共働きだから、昼は留守がおおいでしょう？
夫 　　　うん。
妻　　　 友達が、「お宅はいつも留守ね」っておこるのよ。
夫　　　 夜、電話してくださいって言ったら？
妻 　　　でも、夜は電話がきても、出られないことが多いのよ．おふろに入っていたりして…。
夫 　　　うん。
妻 　　　テレビでおもしろいドラマやってるとき、電話に出ると、話がわからなくなるし…。 
夫　　　 そうだね。
妻　　　 だから、留守番電話がいいと思うけど。
夫 　　　でも、人に電話したとき、録音テープの声が聞こえるのはいやだな。
妻　　　 そう。
夫 　　　ピーっていう音を聞いて、急いで録音するんだろう？
妻 　　　ええ、そうよ。
夫 　　　アナウンサーじゃないんだから、マイクに向かって話すのはいやだよ。
妻 　　　でも、うちが留守番電話にしたら、録音をするのはほかの人よ。わたしたちが録音するんじゃないのよ。
夫　　　 自分がしたくないことは、ほかの人にもさせたくないよ。
妻　　　 ああ、そう。じゃ、留守番電話はやめましょう。
夫　　　 いいの？
妻 　　　ええ。残業を断って、早くうちに帰るわ。収入は減るけど。 

